「つどい　かたろう会」
「認知症つどいかたろう会」へのご案内

誰もが迎える老い

～自分や家族が認知症になるかもしれません～
　　　　　　１９８０年に京都で発足した全国的な民間団体「認知症の人と家族の会」は

現在では各都道府県に支部があります。
介護保険制度ができて、「呆け」が「認知症」に変わりました。しかし、認知症になった本人の苦しみや悲しみ、介護する家族の混乱とつらさは変わりません。認知症は脳の病気で、誰にでも起こりうる病気です。
本人と介護家族とが安心して話せる場所として、「認知症つどいかたろう会」ができました。「本人と介護家族」を中心に、同時にそのことを理解し、共に歩もうとする専門職やその他の人たちも含む会です。

本人さんの思い、介護家族の思い、施設の介護職の思い、男性介護者の思いなど教科書に載っていない貴重な話が聞けますよ。

申し込みは特に必要ありません。「つどい　語ろう会」のルールを知って
気軽に参加してみてください。
「つどい　かたろう会」のルール

①　本人の思いを傾聴し共感することを大事にします。
②　できるだけ相手に話をしてもらい、話を途中できったり、反論したり、批判したりしないこと。
③　いま介護の中で困っていること、施設にあずけている安心と不安などを話してもらい、みんなで一緒に考えます。

④　お聞きになったお話は、この部屋から持ち出さないでください。
「つどい　かたろう会」では、ひとりひとりの生き方を尊重していきたいと考えております。
